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要旨 
人間は視覚によって多くの情報を得ている。この視覚から得た情報に脳が惑わされてしま

う錯視という現象がある。静止画についての錯視は多くの研究がなされているが、近年の視

覚デザインを考える上で映像においての錯視の効果を研究する必要があると考えられる。そ

のため、本研究では錯視動画と色との関係性について研究した。 
 
 
１．はじめに 
 錯視は、視覚から得た情報を脳によって処

理する際に、実際のものとは異なって知覚し

てしまうことである。錯視が起きると、視覚

デザインに大きく影響を与え、意図して視覚

効果を高めることができる反面、意図せず錯

視効果が起きてしまうことにより本来の目的

が達成できないことがあるなど、視覚メディ

アを利用する上では必要な知識であると考え

られる。 

図 1は黒い４つの円の一部が隠蔽された図

形であるが背景と同色の正方形が描かれてい

るかのように認知される錯視図形である。本

研究では、この見えない正方形を回転させる

ことにより実際には変化していない正方形の

大きさが変化して知覚される 1)動的錯視現象

である回転変動型錯視(図２)について、４つ

の円と正方形の色をそれぞれ変えることによ

り、どのように錯視効果に差異が表れるのか

調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 描かれていない正方形が見える図形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 回転変動型錯視図形 

回転によって正方形の大きさが変動して見える 
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２．実験の目的 
 動的錯視を研究することによって、映像な

どの視覚デザインに与える影響について考察

することができるため、映像に含まれる重要

な要素である「動画」と「色」との関係性に

ついて考察することとした。 
 

３．調査方法 

３．１．実験方法 

前頁に記したように、４つの円の上で背景

と同色の見えない正方形を回転させ、４５度

回転した状態に近づくにつれ、あたかも正方

形が収縮しているかのように感じる錯視動画

を被験者に見てもらう。その後、錯視効果が

最も顕著に得られる４５度回転した状態（図

３）での正方形の対角線を被験者に感覚的に

描画してもらい（図４）、描かれた対角線の長

さを数値として検出した。同様の検出を１８

パターン（図５）の色について被験者全員に

行い、これらの数値を色ごとに集計し比較し

た。なお、より比較しやすいよう錯視の起こ

らないと考えられる、背景と正方形の色が異

なった動画を４パターン含んでいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 対角線の長さの計測位置 

※ 実際の映像再生時には正方形の輪郭線は

表示していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 被験者による対角線の描画画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 使用配色パターン一覧 
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３．２．実験の手順 

 １．実験の説明（図６．１） 

２．描画練習（図６．２） 

 ３．錯視動画を８秒間(２回転)見てもらう 

 ４．４５度回転時の対角線を描いてもらう 

以降、３から４を１８パターン繰り返す。 

という手順にて実験を行い、１８パターンに

ついて行った後、傾向など気づいた点があっ

たか質問した。平均所要時間は実験が１０分、

質問は５分程度であった。 

実験から得るデータの均一性を保つために、

実験は 1人ずつ個別に行い、あらかじめ錯視

動画に関する実験であることの説明をし、１

８パターンの映像については被験者毎に順番

を変更した。 

 

３．３．実験の仕様 

 実験動画は、動画作成ソフトである「Flash」

を用いて６０fps の精度で錯視動画を作成し、

ノートパソコン(ＰＣ８ＮＣ３－ＸＦＢ１２

３Ａ２０)の液晶画面にて再生した。 

調査対象は、２０歳から３７歳の男女２０

名である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６．１ 実験の説明画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６．２ 描画練習画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100

102

104

106

108

110

112

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

緑 黄 青 赤 淡 濃 黒 緑 黄 青 赤 淡 濃 白 青 赤 黒 白

白 黒 白 黒

背景色 ○と同じ色

対
角
の
長
さ
の
平
均
(m
m
)

    0

番号

○

背

□

図７ 実験結果のグラフ 
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４．結果 

４．１．実験の結果 

実験結果を図７および図８に示す。図９は

実験の実施環境である。錯視の起きる図形１

～１４（図５・図７参照）と錯視の起きない

図形１５～１８（同）を比べ、有意な差異が

認められる（図８．１）ため、錯視は確かに

起き、被験者には収縮しているように見えた

と言える。しかし、背景色が白の図形１～７

（同）と背景色が黒の図形８～１４（同）の

間に錯視量の大きな変化はみられなかった

（図８．２）。 

また、４つの円の色相が異なる図形（図形

１～４、８～１１、１５～１６）の間では顕

著な差が見られなかった。 

 

４．２．考察 

 錯視の起きる図形（１～１４）と錯視の起

きない図形（１５～１８）との間に数値によ

り差異を示すことができた。今回は、４つの

円と正方形の色相差やコントラストによる、

錯視量への影響は有意には認められなかった。 

また、錯視の起きない図形を描写してもら

った際にも実際の図形よりも小さくなった。                  

実際の図形の大きさを 100 とすると、錯視の

起きない図形（１５～１８）は 89.3、錯視の

起きる図形（同：１～１４）は 84.7 であった。

このように、今回の実験では、図形を提示後

に同様の図形を描写すると、実際の図形に比

べ小さくなる傾向が見られた。 

 

４．３．まとめ 

 今回、４つの円と正方形の色相差やコント

ラストに依存しない特性を確認し、回転錯視

動画と色の関係性の解明に貢献する錯視量の

測定法を提案した。 

実験結果からは、正方形が４５度回転状態

に近づくにつれて実際の大きさよりも収縮し

て見えるため、たとえば、このような図形を

デザインなどの表現に用いる場合に、同じ大

きさであり続けるように見せるには回転する

につれて大きくなるように設計しなければな

らないということが言える。 
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図８．１ 錯視効果の有無 
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図８．２ 背景色のちがい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 実験実施の環境 
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５．今後の課題 

 錯視量の変化をより詳細に比較するため、

回転させた正方形のみの動画の正方形の大き

さを計る必要があると考えられる。 

 また、明度や彩度などを細かに変化させる 

など、多岐にわたった数多くの実験が必要で

あると考えられる。 
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